	「施工体系図兼下請契約調書」記入上の注意事項


※施工体系図兼下請契約調書（以下「体系図」という。）の記入にあたっては、次のことに十分注意して記入してください。

１　提出していただく体系図の時点及び期限について

· 体系図の提出時点及び提出期限は、下記のとおりとします。

なお、監督員が下請状況について報告を求めた場合には、直ちに提出できるよう、常に整備しておいてください。

	〔体系図の時点〕
	
	〔提出期限〕

	（１）下請契約時点
	→
	下請契約後直ちに

	（２）変更契約時点（元請け、下請け）
	→
	変更契約後速やかに

	（３）工期末時点での体系図
	→
	工事完成時


２　体系図全体について

· ＪＶの場合、「元請業者名」にはＪＶ名を、「代表者名」には代表構成員名とその代表者の氏名を記入してください。

· 「（　　　分：　　年　　月　　日）」には、〔下請契約時点〕、〔変更契約時点〕、又は〔工期末〕のいずれかを書いてください。「年月日」には体系図の作成時点（「提出日」ではありません。）を記入してください。

· 体系図には、その時点でのすべての下請け企業について記入してください。そして、現在実際に工事を行っている業者の契約内容だけでなく、すでに契約関係が終了した業者の契約内容も記入してください。

	· お渡しした体系図には３次下請までしか欄がありませんが、４次下請以降がある場合や欄が足らない場合は、未記入の体系図をコピーして切り貼りするなど、すべての下請関係がわかるように体系図を作成してください。


· 下請関係が分かるように、契約関係のある業者間は、「赤のマジックペン」でつないでください。

（　　　　　を赤のマジックペンでなぞってください。）

· 変更契約内容を赤書きして下さい。

３　元請業者（貴社のことです。）の契約事項

· 「工事」内容については、「＊＊工事一式」のような書き方でなく、具体的な工事内容を記入してください。
４　下請業者欄の記入

（例）

	下請業者名
	○○建設㈱
	許可番号
	大臣 般

 ・　第○○○号

知事 特－11

	
	
	
	

	代表者名
	○○太郎
	許可業種
	

	所在地
	××区××町××番
	主任技術者名
	○○○○○

	工事内容
	擁壁工

(現場打小型擁壁)
排水工

(U型側溝延長20m)
	請負金額

(消費税含む)
	１，０５０，０００円

	
	
	契約方法
	契約書・請書・注文書

	
	
	代金支払方法
	現金・小切手・手形（　　　　　日）

	契約日
	２６年４月１日
	市内・市外
	市内・市外

	工期
	２６年４月１日から
２６年９月30日まで
	市内業者を選定しない理由
	

	
	
	
	


· 「許可番号」、「許可業種」、「主任技術者名」は、当該工事における建設業法上の事項を記入してください。

· 「工事内容」は、「＊＊工事一式」のような書き方でなく、具体的な工事内容を記入してください。
（記入例）

	工事内容
	既製杭工（鋼管杭500φ､50本打設）

土工（1工区、掘削埋め戻し）

鉄筋工（A工区、鉄筋量、２ｔ）

型枠工（B工区、延1,000㎡）

配管工（給排水設備）

配線工（動力幹線）


· 契約日は当初契約日を記入し変更契約後も変更契約日に書き換えないで下さい。また、下請契約工期が終了してもその後の施工体系図から削除しないで下さい。

· 「請負金額」は消費税及び地方消費税の額を含む金額で記入してください。

· 「契約方法」は、該当するものに○をつけてください。

· 「代金支払いの方法」は、該当するものに○をつけてください。手形の場合は決済日までの日数も記入してください。

· 項目に該当がない場合（例えば、主任技術者の配置がない場合等）は、欄に「－」を入れてください。

· 使用しない記入欄は大きく斜線を引いてください。

· 工事の施工体制を把握するため、下請業者通知書に添付する「施工体系図兼下請契約調書には、調査業務、警備業務及び運搬業務等についても記載していただく取り扱いとしています。（下請け金額への合計には含めません。）

	★「市内・市外」について

· 市内・市外のどちらかに○をつけてください。

· 「市内」業者とは、当該下請業者の商業登記簿又は建設業法上の主たる営業所を広島市内に置く建設業者をいいます。

· 上記以外は、すべて「市外」業者とします。


契約日は変更契約をしても当初契約の年月日のままとする。





手形を併用する場合は120日以内で出来る限り短い期間とする。








